
● 日　時　４月１７日（日）
　　　　　　13:30～開場 14:00～開演

● 場　所　アザレアホール須恵
● 入場料　500円(中学生以下無料)
　　　　　　小学生以下は保護者同伴

● 主　催　ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｺﾝｻｰﾄ2005実行委員会
● 後　援　須恵町教育委員会
● 問合せ先　稲永恵子　 936-0038

〈出演者・団体〉
　　稲永恵子

　　女声コーラスルクル

　　ハーモニーマロン

　　ジュニアコーラスすずらん

　　子どもコーラス・ララ

　　混声合唱団トニカ

4　月
１０日（日）三田ピアノ発表会　　　　　　　　　
１７日（日）ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｺﾝｻｰﾄ2005
　　　 　　 13:30～開場　14:00～開演
２４日（日）友歌の集い

5　月
　８日（日）寿恵乃会おさらい会
２２日（日）（社）日本詩吟学院岳風会
　　　　　　九州北地区吟道大会
　　　　　　11:30～開場　12:00～開演

　今月号広報の折込チラシでもご案内しています、

まなビック生涯学習講座の申し込み期間は５月

10日(火)から13日(金)までとなっています。

　また、開講式を下記のとおり行いますので、

申し込みをされた方は出席してください。

● 日　時　５月２５日（水）
　　　 　　昼の部　10:00～
　　　　　 夜の部　19:30～
● 場　所　アザレアホール須恵
　

　館内１階のホワイエ（ロビー）部分を常設の

作品発表の場として無料で開放いたします。

　ただし、原則として１回につき３週間としま

す。詳しくはホールへお尋ねください。

　 ～ 合 唱 と 声 楽 ア ン サ ン ブ ル ～フレンドリーコンサート2005フレンドリーコンサート2005

春 が き た ●稲 永 ヒ デ 子
●三 浦 喜 代 子
●吉 松 美 穂

●花 田 敬 子
●水 田 利 恵 子
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アザレアホールからの
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まなビック生涯学習講座のご案内
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須
恵
パ
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キ
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９
月
17
日
ま
で
延
長
し
ま
す

　
平
成
16
年
12
月
18
日
に
始
ま
っ
た
、

須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
は
、み

な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、順
調
に
利

用
台
数
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、本

年
２
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、１
日
の
利

用
台
数
が
６
０
０
台
を
超
え
る
日
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
社
会
実
験
は
、全
国
の
14
か
所
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
の
本
町

の
利
用
状
況
は
、群
馬
県
に
あ
る
関
越

自
動
車
道
の
駒
寄
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
に
次
い
で
、全
国
で
２
番
目
に
多
い

利
用
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、こ
の
社
会
実
験
は

当
初
、先
月
27
日
ま
で
の
約
３
か
月
間

で
終
了
す
る
予
定
で
し
た
。そ
の
た
め
、

福
岡
県
や
須
恵
町

な
ど
で
構
成
さ
れ

る
「
福
岡
県
須
恵

Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
協
議
会
」で
は
、

こ
の
社
会
実
験
を

終
了
す
る
こ
と
な

く
継
続
す
る
こ
と

が
必
要
と
判
断
し
て
、

国
土
交
通
省
に
対

し
て
社
会
実
験
の

延
長
を
申
請
し
て

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、３
月
18
日
に
同
省
か
ら
こ

の
社
会
実
験
の
延
長
が
了
承
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、本
年
９
月
17
日

（
土
）ま
で
の
社
会
実
験
延
長
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
の
恒
久
的
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
の
た
め
、住
民
み
な
さ
ま
の

ご
利
用
と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た

し
ま
す
。

　「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
」と
、こ
の
た
び
、宗
教
法
人

根
本
山
宝
満
堂（
上
須
恵
）と
喜
楽
鉱

業
株
式
会
社（
新
原
工
業
団
地
）か
ら
、

町
に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
行
為
は
長
年
に
わ
た
り

続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
寄
付
は
あ
り
が
た
く
お
受
け
し
て
、

ご
芳
志
に
添
い
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
５
月
15
日（
日
）開
催
予
定
の
祭
Ｓ

Ｕ
Ｅ
は
、「
祭
Ｓ
Ｕ
Ｅ
実
行
委
員
会
」に

お
い
て
、心
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
づ
く
り
に
向
け
検
討
が
な
さ
れ
、ス

テ
ー
ジ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
部
決
定
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
、や
は

り「
和
」と「
洋
」の
音
楽
の
競
演
で
し
ょ

う
。

　
須
恵
町
は
、多
く
の
和
太
鼓
の
団
体

が
あ
り
、愛
好
者
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
和
太
鼓
は
、単
調
な
リ
ズ
ム
の
繰
り

返
し
が
特
徴
で
す
が
、そ
の
リ
ズ
ム
の

中
に
ふ
る
さ
と
の
響
き
や
心
の
叫
び

が
宿
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
打
ち
手
の
気
持
し
だ
い
で
、人
に
感

動
を
与
え
、心
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
心
技
体
の
魅
力

を
、須
恵
町
の
風
景
と
言
え
る
若
杉
山

の
麓
で
演
奏
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　
出
演
し
て
い
た
だ
く
の
は
、次
の
団

体
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
・
泰
平 

楽
鼓
之
会

　
・
岳
城
太
鼓
　
青
龍

　
・
鼓
遊
魂

　
・
岳
城
太
鼓

　
須
恵
町
の
対
外
的
に
誇
れ
る
も
の

の
一
つ
と
し
て
、須
恵
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
あ
り
ま
す
。過
去
、全
国
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
１
回
、銀
賞
２
回
を

受
賞
、昨
年
は
、銅
賞
受
賞
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
も
、こ
の
影
響
を

受
け
、吹
奏
楽
に
対
す
る
関
心
は
か
な

り
高
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、吹
奏
楽
を
ビ

ジ
ュ
ア
ル
的
に
見
せ
る
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
で
す
。マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と

は
、管
楽
器
、打
楽
器
を
中
心
と
し
た

編
成
で
、お
も
に
隊
列
を
組
ん
で
歩
き

な
が
ら
演
奏
す
る
楽
団
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、楽
器
の
演
奏
の
み
な
ら
ず
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
な
ど
の
演
技
を
含
む
こ
と
も

多
い
そ
う
で
す
。

　
出
演
し
て
い
た
だ
く
団
体
は
、次
の

団
体
で
す
。

　
・
精
華
女
子
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ 

　  

バ
ン
ド
　

　
・
須
恵
中
学
校
吹
奏
楽
部

　▼
問
合
せ
先

　 

役
場
企
画
課

　 

９
３
２ 

・ 

１
１
５
１

　 

（
内
線
３
４
２
）

　
　
　  

た
い
へ
い
　    

　
　
　
た
け
じ
ょ
う
だ
い
こ
　
　
　
　
せ
い
り
ゅ
う

　
　
　   

こ
ゆ
う
か
い

　
　
　  

た
け
じ
ょ
う
だ
い
こ

須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ら
っ
こ
の
か
い
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　久我記念美術館は、４月下旬から６月上旬にかけて、福永恒子さんの「布絵展」と、倉

富敏之さんの「木版画展」を開催します。

福永　恒子　　布絵展

倉富　敏之　　木版画展

福永恒子
布絵展
福永恒子
布絵展

倉富敏之
木版画展
倉富敏之
木版画展

伴　信行書道教室　思い想いの四人展
４月９日（土）から24日（日）まで（月曜休館・入場無料）

４ 月 の 企 画 展

こいのぼり

竹製品シリーズ

ギャラリートーク　テーマ「木版画を語る」
５月28日（土）13：30～　久我記念美術館にて行います。（無料）

　布のもつ温かさ、素朴さ、それぞれの

道をたどってきた古布に魅せられ、懐か

しく、又いつまでも残したい日本古来の

原風景を一針一針、布を重ねて絵を描く

ように縫いつけて形を表現しました。

　あわただしくすぎていく毎日、ゆっく

り布を見つめ、布を生かして、作る過程

を楽しみ、愛情をかけて作った作品は私の記憶の風景であり、

癒しの風景です。

　そして、その布絵を部屋に飾ることで季節感を味わっています。

　時をかけ、手間をかけて作り上げた布絵は私の宝物です。

　私たちの暮らしの中には、自然素材を

巧みに利用した数々の道具類が実に多く

見られます。

　とくに木工、竹工、藍胎漆器、和紙等

は筑後地域の文化の一端を担い、日常生

活にうるおいと豊かさをもたらしてきま

した。

　これらは先人・工人のたゆまぬ技術の錬磨と研鑽によって今

日まで受け継がれてきた伝統的工芸品であり、私たちの共通の

財産として守り育てていかなければなりません。

　私は40数年、手仕事に携わる職人の方々と交流をふかめ、版

画のテーマにしてきました。“地域の活力に願を込めて...”職

人仲間の気持ちを伝えるべく、作品をみなさまに紹介します。

　

６月11日～26日

７月 ９日～24日

８月 ６日～28日

９月10日～25日

10月

11月

12月10日～25日

１月14日～29日

２月11日～26日

３月11日～26日

期　日 　　　個　展　名　　　ジャンル

平成17年度久我記念美術館スケジュール（予定）

　

北田　明子　　展

濱本　重和　　展

山本　徹夫　　展

世利　好薇　　展

第11回須恵美術クラブ展

２人展（塚原・大石）

堀澤　大吉　　展

広末　勝巳　　展

山下　哲郎　　展

岩下　豊　　　展

　

絵画

絵画

インスタレーション

絵画

絵画・書など

工芸

絵画

絵画

絵画

絵画（水彩）

らんたい

( )
4・5月の企画展
月 曜 休 館 ・ 入 場 無 料

４月29日(金)～５月15日(日) ５月21日(土)～６月５日(日)
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　『
村
役
人
心
得
』
は
二
回
お
休
み

し
て
、
石
瀧
の
所
蔵
す
る
海
軍
炭
鉱

の
絵
葉
書
（
手
彩
色
）
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

  

粕
屋
町
・
志
免
町
・
宇
美
町
そ
れ

に
須
恵
町
の
糟
屋
郡
南
部
四
ヵ
町
に

位
置
し
た
旧
海
軍
・
国
鉄
炭
鉱
の
歴

史
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

の
（
海
軍
）
新
原
採
炭
所
の
開
設
に

始
ま
り
ま
す
。
戦
後
は
国
鉄
に
移
管

さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

に
閉
山
し
ま
し
た
。
今
年
は
閉
山
か

ら
四
一
年
に
当
た
り
ま
す
。

（
写
真
１
）
庁
舎
・
病
院

　
海
軍
炭
鉱
の
本
部
庁
舎
と
付
属
の

病
院
で
す
。
新
庁
舎
の
落
成
は
昭
和

四
年
（
一
九
二
九
）。
玄
関
前
は
ま

だ
整
地
さ
れ
て
お
ら
ず
、
竣
工
直
後

の
写
真
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
部
庁
舎

跡
に
は
現
在
、
志
免
町
総
合
福
祉
施

設
「
シ
ー
メ
イ
ト
」
が
建
っ
て
い
ま

す
。

（
写
真
２
）
青
年
団
（
第
四
坑
運
動

場
）

　
運
動
会
で
体
操
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
四
坑
は
新
原
に
あ
り
ま
し

た
。

（
写
真
３
）
第
四
坑
々
口
・
截
炭
機

使
用
の
状
況

　
ト
ロ
ッ
コ
で
採
掘
し
た
石
炭
を
運

搬
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ト
ロ
ッ
コ

は
空
な
の
で
、
下
る
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
採
掘
現
場
で
は
最
新
の
機
器
を

使
い
、
か
が
ん
で
作
業
を
し
て
い
ま

す
。

庁 舎

病 院

青年団（第四坑運動場）

第 四 坑 々 口

截 炭 機 使 用 の 状 況

(写真１)

(写真２)

(写真３)
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町文化財専門委員　石瀧　豊美

海軍燃料廠採炭部絵葉書の紹介

＝ ありし日の海軍炭鉱の風景 ＝
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ヤ
エ
ザ
ク
ラ
。濃
い
ピ
ン
ク
系
の
関

山
、薄
い
ピ
ン
ク
の
松
月
な
ど
が
有
名

で
す
。筆
者
は
松
月
が
好
き
で
、上
品

な
ピ
ン
ク
の
色
に
空
の
ブ
ル
ー
が
い
か

に
も
季
節
感
を
醸
し
ま
す
。

　
皿
山
公
園
に
植
え
ら
れ
て
い
る
も

の
は
、こ
の
２
品
種
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、よ
く
話
題
に
上
る

黄
色
や
黄
緑
色
の
サ
ク
ラ「
御
衣

黄
」や「
鬱
金
桜
」も
ヤ
エ
ザ
ク
ラ

の
１
種
で
す
。

　
サ
ク
ラ
の
代
表
品
種
で
あ
る

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、本
来
４
月
上

旬
の
ち
ょ
う
ど
小
学
校
の
入
学
式

頃
咲
く
サ
ク
ラ
で
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
も
昭
和
30
年
代
く
ら
い
ま
で
。

地
球
温
暖
化
の
せ
い
で
、最
近
は

３
月
下
旬
に
満
開
を
迎
え
る
こ
と

も
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
紹
介
の
ヤ
エ
ザ
ク

ラ
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
葉
桜
と
な
っ
た

頃
咲
く
桜
で
若
葉
が
出
た
状
態
で
、

花
を
つ
け
ま
す
。

　
ウ
メ
・
モ
モ
・
サ
ク
ラ
と
季
節
は
移

ろ
い
ま
す
。日
本
、九
州
、福
岡
、須
恵

と
列
島
の
中
で
の
位
置
を
考
え
ま
す

と
、北
海
道
は
九
州
よ
り
開
花
が
１
ヵ

月
半
は
遅
れ
ま
す
。我
々
は
サ
ク
ラ

は
３
月
下
旬
か
ら
４
月
と
思
い
込
ん

で
い
ま
す
が
、列
島
の
中
で
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
開
花
時
期
の
異
な
る
サ
ク
ラ

が
あ
り
ま
す
。

　
心
配
な
こ
と
は
地
球
温
暖
化
の
た

め
に
、開
花
時
期
が
早
ま
っ
て
き
て
い

る
こ
と
で
す
。も
し
も
、２
月
に
桜
見

な
ど
と
な
れ
ば
、南
北
極
の
氷
が
融
け

て
、南
太
平
洋
上
の
小
島
が
水
没
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　（
自
然
教
育
林
事
務
局
長
）

　
　
　
　
◇
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不
思
議

な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど
、木

に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　

９
３
２
・
６
３
１
２

　今まで須恵町の歴史を約1万4千年前か

ら約2000年前までさかのぼってきました。

今回は少し趣向をかえて、インターネット

で調べられる考古学のサイトを紹介したい

と思います。

・須恵町役場
http://www.town.sue.fukuoka.jp/

　「わたしたちのまち」の中で県指定文化

財と町指定文化財を紹介しています。

・須恵町立歴史民俗資料館
http://museum.aa0.netvolante.jp/

　歴史民俗資料館の収蔵資料を見ることが

できます。

・文化庁
http://www.bunka.go.jp/　

　国の文化行政を司る機関です。国宝など

の指定文化財が検索できます。最近では、

「お雑煮100選」という企画を行っなてい

ます。

・ふくおか民俗芸能ライブラリー
http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/e_mingei/

　福岡県内の民俗芸能を紹介しています。

動画も見ることができます。上須恵の祇園

山笠を紹介しています。

・福岡県立美術館
http://fpmahs1.fpart-unet.ocn.ne.jp/ind

ex2.html

　美術館の情報のほか、「福岡県のミュー

ジアム」からは、県内各地の博物館、美術

館のホームページを見ることができます。

・九州国立博物館設立準備室
http://www.kyuhaku.com/pr/

　今年10月に開館予定の九州国立博物館の

ホームページです。

・宇美町立歴史民俗資料館
http://www.rekishi-umi.jp/

　宇美八幡宮の隣に位置する宇美町立歴史

民俗資料館のホームページです。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（啓）

考
古
学

楽し
い

●日　時　5月15日（日）10：00～16：00

●会　場　須恵町文化会館（アザレアホール須恵）

●駐車場　健康広場（無料）

●入場料　参加費（資料代）３００円

●協賛団体（順不同）　福岡県、古賀市、新宮町、宇美町、志免町、粕屋町、篠栗町、久山町、須恵町食生

活改善推進協議会、福岡県農業協同組合中央会、粕屋農業協同組合、粕屋農政協議会、須恵町商工会、須

恵町有機農業研究会

●後援団体（順不同）　　　　　　　、　　　　　　　、九州朝日放送、（株） 　　　　　　、（株）テレビ西

日本、（株）朝日新聞社、    、産業経済新聞大阪本社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、（株）西日本新聞

社、ああああ　　、日本農業新聞、九州国際エフエム、日刊工業新聞社、日本経済新聞社、九州山口有機

農業研究会、全国有機農業研究会、須恵町町議会議員

●主　　催　福岡県有機農業研究会　／　須恵町

●問合せ先　福岡県有機農業研究会

　　　　　　役場産業振興課（事務局）

　　　　　　 ９３２－１１５１

福岡県有機農業研究会　シンポジウム福岡県有機農業研究会　シンポジウム
「だれのためのなんのための有機農業か」

～粕屋から世界へ～

☆2005☆

　安全で豊かな食生活を確立し、人々の健康を地球環境の回復を図るため、
有機農業による農的循環社会の実現を考える！！

☆基調報告　「私が目指している農業とは」

　報告者（福岡県有機農業研究会）（50音順）
　　　       宇根　　豊　（百姓・ＮＰＯ法人農と自然の研究所　代表理事）
　　　       古野　隆雄　（百姓・全国合鴨水稲会　世話人代表）
　　　       八尋　幸隆　（百姓・むすび庵　庵主）

☆パネルディスカッション「だれのための、なんのための有機農業か」

　コーディネーター　佐藤　弘　（福岡県有機農業研究会・西日本新聞社）
　パネリスト（50音順）　　・宇根　豊　・古野　隆雄　・八尋　幸隆　
　　　　　　　　　　　　　・吉松　昭幸（前須恵町長）　・研修生　（九大生）

☆イベント　地元農産物、県有機農産物直売所　　午前８時から「朝市」開催

　　　　　　●時　間　８：００～　　　　　　　　　　　※須恵町食生活改善推進協議会より豚汁、 
　　　　　　●場　所　ボランティアセンター駐車場　　　　黒米おにぎりを先着４００名様にプレゼント

　アザレアホール須恵におきまして、福岡県有機農業研究会主催による「農と食を考えるシンポジウム」を開
催します。今回のシンポジウムは、新たな歩みの出発点であり、５００余の客席を満席にしたいと考えており、
みなさまお誘いのうえご参加を心よりお待ちいたしております。

毎日放送 福岡放送局 九州放送

ぎ
ょ
い

う
こ
ん
ざ
く
ら

こ
う

か
も

し
ょ
う
げ
つ

か
ん

ざ
ん

四

月

の

木

の

花

四

月

の

木

の

花

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　

88

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　

88

森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

テーマ

自
宅
か
ら
楽
し
め
る
博
物
館
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　地方税法第４１６条の規定に基づく、土地及び家屋

価格等の縦覧帳簿の縦覧及び同法第３８２条の２の規

定に基づく固定資産課税台帳の閲覧を、次のとおり行

います。

●期日

○縦覧（土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿）

　４月１日～５月３１日（土・日、祝日は除く）

○閲覧（固定資産課税台帳）

　４月１日から（土・日、祝日は除く）

●縦覧・閲覧場所　須恵町役場税務課（９：００～

　　　　　　　　　１７：００）

※閲覧や縦覧できる人は、固定資産税納税者などに限

　られます。詳しくは下記までお問合せください。

～固定資産評価（土地）の下落修正について～

　地方税法附則第１７条の２第１項の規定に基づき、

平成１７年度の土地の価格を下落修正します。

　詳しくは、縦覧期間中に課税台帳を閲覧してくださ

い。

●問合せ先　役場税務課　 ９３２－１１５１

　試行錯誤を繰り返し、現在、新商品の
発売に向けてラストスパート中です。楽
しみにお待ちください。

　お客様のご支援により、須恵店は開店
３年目、２号店（志免店）は開店２年目
を迎えることができました。
　従業員一同益々精進してまいりますので、
今後ともご指導とご支援をお願いいたし
ます。

　ぜひ、宅配お届け先のお客様をご紹介
ください。
　お一人でも多くの方に、亀のパンのお
いしさとサービスをお伝えください。

●問合せ先
　福祉工房　　　　　（ボランティアセンター内）

　 ９３２－１１５５　 ９３２－６３０１

●コンナ？ことが出来ます

・庭木の剪定や草取り・簡単な大工工事・障子

張り、網戸張替・家屋の掃除・その他軽微な

作業など

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

●事務局開設日・問合せ先

　月・金曜日　　　９：３０～１６：００

　火・水・木曜日　９：３０～１２：００

　茅の会事務局　　 ９３３－２１６０

新商品を発売予定！

　
須
恵
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
３
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
一
斉
に
卒

園
式
や
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
園
・
卒
業
生
は
町
立

保
育
所
72
人
（
第
一
・
25
人
、
第

二
・
23
人
、
か
や
の
・
24
人
）
、

幼
稚
園
１
２
９
人
（
西
・
16
人
、
東
・

56
人
、
南
・
57
人
）、
小
学
校
２

５
３
人
（
第
一
・
１
０
３
人
、
第

二
・
83
人
、
第
三
・
67
人
）、
中

学
校
２
８
５
人
（
須
恵
中
・
１
９

５
人
、
東
中
・
90
人
）
で
し
た
。

卒
園
・
卒
業
生
は
、
在
校
生
や
保

護
者
の
温
か
い
拍
手
に
見
送
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
思
い
を
胸
に

秘
め
て
、
学
び
舎
を
元
気
に
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
第
14
回
春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
福
岡
県
予
選
が
、

２
月
５
日
（
土
）
、
６
日
（
日
）

に
ア
ク
シ
オ
ン
福
岡
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
88

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
本
町
の
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｓ
Ｕ
Ｅ
」
が
熱
戦
を
制
し
、

見
事
優
勝
し
、
全
国
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
大
会
で
は
、
全
国
47
都

道
府
県
全
て
出
場
す
る
こ
と
は
珍

し
く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
福
岡
県
で

代
表
を
勝
ち
取
っ
た
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｔ 

Ｓ
Ｕ
Ｅ
は
、
各
県
か
ら
も
優

勝
候
補
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

須恵店  ２周年・２号店  １周年

　須恵第三小

学校（青木晃

司校長）の５

年生６０人が、

総合学習「須

恵川を守ろ

う」を年間を通して行なってきました。

　この単元では、「須恵川」の環境保全への願いや課

題、須恵川の重要性を知るため、須恵川美化作業や粕

屋町浄水場見学、街頭アンケートなどを行い、須恵川

の汚濁状況や住民の美化意識を把握し、自ら課題を追

求して学習してきました。

　３月４日（金）に東教育長を訪問し、須恵川美化へ

の熱い思いを伝え、学習結果をまとめた報告集とビデ

オを手渡しました。

　
第
20
回
す
え
ま
ち
綱
引
き
大
会

（
須
恵
町
体
育
協
会
主
催
・
須
恵

町
綱
引
協
会
主
管
）
が
、
２
月
20

日
（
日
）
に
須
恵
中
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
町
内
分
館
や
各

種
団
体
な
ど
か
ら
57
チ
ー
ム
、
約

８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
大
会
結
果
（
上
位
３
位
ま
で
）

・
一
般
男
子

　
①
須
恵
②
甲
植
木
③
乙
植
木

・
一
般
女
子

　
①
南
米
里
②
乙
植
木
③
甲
植
木

・
中
学
生
男
子

　
①
須
恵
中
Ａ
②
乙
植
木
③
須
恵

・
中
学
生
女
子

　
①
乙
植
木
②
東
中
Ａ
③
東
中
Ｂ

・
親
子
男
子

　
①
乙
植
木
②
第
二
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
　 

　
③
須
恵

・
親
子
女
子

　
①
城
山
②
南
米
里
③
第
二
小
Ｐ

　
Ｔ
Ａ

・
小
学
生

　
①
新
原
②
乙
植
木
③
大
島
原

　
小
山
田
賢
悟
さ
ん
（
佐
谷
区
）

が
、
九
州
地
区
体
育
指
導
委
員
功

労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
山
田
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
４

月
に
本
町
の
体
育
指
導
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
今
日
ま
で
、

17
年
間
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

企
画
な
ど
、
社
会
体
育
の
推
進
に

精
励
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
分
野

は
野
球
で
、
町
体
育
協
会
野
球
部

理
事
長
や
審
判
長
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
４
月
か

ら
は
町
体
育
指
導
委
員
会
会
長
と

し
て
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
２
月
５
日
と
６
日
に
鹿
児

島
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
47

回
九
州
地
区
体
育
指
導
委
員

研
究
大
会
の
席
上
で
表
彰
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

新商品を発売予定！

愛されるパン屋さんに！

宅配「お客様ご紹介キャンペーン」実施中！

平成17年度
固定資産課税台帳及び
土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿の
縦覧・閲覧について

須恵川を守ろう！須恵川を守ろう！須恵川を守ろう！須恵川を守ろう！須恵川を守ろう！

卒
園
・
卒
業　

お
め
で
と
う
！

卒
園
・
卒
業　

お
め
で
と
う
！

卒
園
・
卒
業　

お
め
で
と
う
！

卒
園
・
卒
業　

お
め
で
と
う
！

Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｓ
Ｕ
Ｅ

　                

　
　
　 

め
ざ
せ 

全
国
制
覇
！

Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｓ
Ｕ
Ｅ

　                 

　
　
　
め
ざ
せ 

全
国
制
覇
！

第
20
回
綱
引
き
大
会

小
山
田
賢
悟
さ
ん
九
州
地
区

　
　
　
　
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
受
賞
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だ
れ
も
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会

の
便
益
を
は
か
る
た
め
の
制
度
的

基
盤
と
し
て
、
平
成
15
年
５
月
に

成
立
、
公
布
さ
れ
た
個
人
情
報
保

護
法
が
本
年
４
月
１
日
か
ら
全
面

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

▼
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個

人
情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
範
囲
内
で
取
り
扱

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
個

人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す

る
こ
と
は
原
則
禁
止
さ
れ
る
ほ

か
、
安
全
管
理
措
置
、
従
業
者

や
委
託
先
の
監
督
な
ど
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る

ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
開
示
な
ど
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個

人
情
報
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

疑
問
は
、
そ
の
事
業
者
に
申
し

出
る
ほ
か
、
認
定
個
人
情
報
保

護
団
体
や
地
方
公
共
団
体
、
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
苦
情
相
談

窓
口
な
ど
で
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活

　
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
5
.cao

.go
.jp
/sei

　katsu
/ko
jin
/in
d
ex.h

tm
l

）

　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、
高

等
専
門
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
な

ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生

で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が

68
万
円
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て

認
め
ら
れ
る
と
、
在
学
中
の
国
民

年
金
の
保
険
料
を
卒
業
後
に
後
払

い
で
き
ま
す
。

　
こ
の
学
生
に
は
、
夜
間
・
定
時

制
課
程
や
通
信
制
課
程
で
学
ば
れ

て
い
る
人
も
含
み
ま
す
。

▼
承
認
期
間
　
４
月
（
ま
た
は
申 

 
 
 
     

　
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
３
月

　
ま
で
で
す
。

▼
手
続
き
方
法

・
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
役
場

　
の
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
学
生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

　
が
必
要
で
す
。

・
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は

　
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▼
年
金
額
　
卒
業
後
、
保
険
料
を

　
後
払
い
し
な
け
れ
ば
、
老
齢
基

　
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ

　
ん
。

※
追
納
制
度
　
免
除
を
受
け
た
期

間
や
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
は
10
年
以
内
な
ら
、
あ
と

か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
当

時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き

ま
す
。
追
納
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
に

近
づ
き
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
優
良
運
転
者
表
彰

申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
請
さ
れ
る
人
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
申
請
さ
れ
て
も
表
彰

者
数
に
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、
表

彰
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
）。

　
な
お
、
申
請
に
は
自
動
車
安
全

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
警
察
本
部
内
）

発
行
の
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

が
必
要
で
す
。

①
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
長
表

　
彰

・
受
賞
資
格

　
５
年
以
上
継
続
運
転
で
無
事
故
・

　
無
違
反
の
人

※
粕
屋
署
管
内
に
居
住
し
、
原
則

　
と
し
て
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協

　
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
（
こ
れ

　
は
す
べ
て
の
共
通
事
項
）

②
粕
屋
警
察
署
長
・
粕
屋
地
区
交

　
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
　

・
受
賞
資
格

　
10
年
以
上
継
続
運
転
で
無
事
故
・

　
無
違
反
、
10
年
以
上
犯
罪
行
為

　
が
な
い
人

③
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

　
協
会
長
連
名
表
彰

・
受
賞
資
格

　
②
の
受
賞
者
で
10
年
以
上
継
続

　
運
転
で
無
事
故
・
無
違
反
、
10

　
年
以
上
犯
罪
行
為
が
な
い
人

④
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
（
緑

　
十
字
銅
章
）

・
受
賞
資
格

　
③
の
受
賞
者
で
10
年
以
上
継
続

　
運
転
で
無
事
故
、
５
年
以
上
無

　
違
反
・
犯
罪
行
為
が
な
い
人

⑤
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交

　
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

・
受
賞
資
格

　
④
の
受
賞
者
で
15
年
以
上
継
続

　
運
転
、
20
年
以
上
無
事
故
、
10

　
年
以
上
無
違
反
・
犯
罪
行
為
が

　
な
い
人

▼
受
付
期
間

・
①
②
③

　
５
月
１
日
〜
６
月
23
日

・
④
⑤

　
５
月
１
日
〜
５
月
12
日

▼
証
明
書
の
発
行
場
所

　
自
動
車
安
全
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

　
県
警
察
本
部
内
）

　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
‐
７

　

６
４
１
・
６
３
６
４

▼
申
請
の
受
付
・
問
合
せ
先

　
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務

　
局
（
粕
屋
警
察
署
内
）

　

９
３
９
・
３
０
３
０

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

福
岡
県
西
方
沖
地
震
被
災
者
の

　
　
　
　
健
康
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す

福
岡
県
西
方
沖
地
震
被
災
者
の

　
　
　
　
健
康
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
17
年
度
　
粕
屋
地
区
高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

平
成
17
年
度
　
粕
屋
地
区
高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

国
民
年
金

国
民
年
金

　
急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
の
流

れ
を
変
え
る
た
め
に
は
、
育
児
と

家
庭
の
両
立
支
援
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
本

年
４
月
１
日
か
ら
、
育
児
や
介
護

を
行
う
労
働
者
の
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め

に
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
伴
い
、
育
児
休
業
・

介
護
休
業
の
対
象
労
働
者
が
、
一

定
の
範
囲
の
期
間
雇
用
者
に
拡
大

さ
れ
る
ほ
か
、
保
育
所
に
入
所
を

希
望
し
て
い
る
が
、
入
所
で
き
な

い
場
合
な
ど
一
定
の
場
合
の
育
児

休
業
期
間
の
延
長
、
介
護
休
業
の

要
介
護
状
態
ご
と
の
複
数
回
取
得

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
１

年
に
５
日
ま
で
、
小
学
校
就
学
前

の
子
の
看
護
休
暇
が
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先

　
厚
生
労
働
省
福
岡
労
働
局

　
雇
用
均
等
室

　

４
１
１
・
４
８
９
４

　　
こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
の
人
た

ち
に
組
織
的
で
継
続
的
な
学
習
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊

か
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た

生
活
が
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
活
動

を
通
じ
て
習
得
し
た
知
識
や
技
術

を
活
用
し
て
、
積
極
的
に
社
会
参

加
（
学
校
に
出
向
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
支
援
や
交
流
な
ど
）
す
る

機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
開
設
す

る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者
　
粕
屋
地
区
お
よ
び
そ

　
の
近
郊
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

　
で
、
全
期
間
を
通
じ
て
参
加
で

　
き
る
人

▼
募
集
人
員
　
各
コ
ー
ス
30
人
程

　
度
で
、
合
計
１
２
０
人
程
度

▼
場
所
　
福
岡
県
立
福
岡
魁
誠
高

　
等
学
校
（
粕
屋
町
長
者
原
１
２

　
２
）
ほ
か

▼
学
習
内
容

・
教
養
科
目
（
全
員
受
講
）

　
仲
間
づ
く
り
・
生
涯
学
習
・
健

　
康
・
福
祉
・
社
会
生
活
・
環
境

　
問
題
・
芸
術
文
化
な
ど

・
選
択
科
目
（
別
表
の
Ａ
か
ら
Ｄ

　
の
科
目
を
選
択
し
て
受
講
）

▼
学
習
期
間
　
６
月
８
日
（
水
）

　
〜
11
月
16
日
（
水
）
原
則
と
し

　
て
毎
週
水
曜
日
に
20
日
間
開
講

　
し
ま
す
（
７
月
27
日
〜
８
月
17

　
日
は
休
み
）
。

▼
経
費
　
受
講
料
　
３
０
０
０
円

　
（
保
険
料
、
実
習
材
料
費
、
視

　
察
研
修
費
、
文
集
費
、
自
治
活

　
動
費
な
ど
は
実
費
。
通
学
、
昼

　
食
費
な
ど
は
各
自
負
担
。
）

▼
申
込
み
方
法
　
受
講
申
込
書
が

　
社
会
教
育
課
（
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

　
ル
内
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必

　
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
５
月
10
日
（
火
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
役
場
社
会
教
育
課

９
３
４
・
０
０
３
０

　
福
岡
県
で
は
、今
回
の
地
震
災
害

に
対
応
す
る
た
め
福
岡
県
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、必
要
な
措
置
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。粕
屋
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
で
も
、次
の
と
お
り
被

災
者
に
対
す
る
健
康
相
談
や
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
、相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
応
時
間
　
勤
務
時
間
中
お
よ

び
災
害
対
策
地
方
本
部
設
置
中

の
時
間（
当
分
の
間
24
時
間
）

●
対
応
職
員
　
粕
屋
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
職
員（
保
健
師
）

●
相
談
内
容
　
健
康
相
談
、心
の
ケ

ア（
P
T
S
D
の
対
応
を
含
む
）

●
相
談
方
法
　
面
接
お
よ
び
電
話

な
ど

●
連
絡
・
問
合
せ
先

　
粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

９
３
９
・
１
５
０
０

改正事項

改正のポイント

１　育児休業および
　　介護休業の対象
　　労働者の拡大

２　育児休業期間の
　　延長

３　介護休業の取得
　　回数制限の緩和

４　子の看護休暇の
　　創設

期間を定めて雇用される
者（有期契約労働者）は
対象外

子が１歳に達するまで

対象家族１人につき１回
限り
期間は連続３か月まで

事業主の努力義務

休業の取得によって雇用の継続が見込ま
れる一定の範囲の期間雇用者は、育児休
業・介護休業がとれるようになります。

子が１歳を超えても休業が必要と認め
られる一定の場合には、子が１歳６か
月に達するまで育児休業ができます。

対象家族１人につき、常時介護を必要とする状
態にいたるごとに１回の介護休業ができます。
期間は通算して（のべ）９３日まで

小学校就学前の子を養育する労働者は、１年
に５日まで、病気・けがをした子の看護のた
めに、休暇を取得できるようになります。

改正前 改正後

コース

Aコース

Bコース

Cコース

Dコース

定員

３０人

３０人

３０人

３０人

コース名

俳句、絵手紙

書道（漢字・かな）

郷土史（明治・大正）

陶芸

（別表）
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▼
願
書
締
切
日
　
４
月
28
日（
木
）

▼
試
験
の
種
類
　
全
種
類

▼
試
験
日
　
６
月
19
日（
日
）

※
　
試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
を

６
月
４
日（
土
）に
予
定
し
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
　

９
３
５
・
６
３
８
９（
直
通
）

　
危
険
物
取
扱
者
は
、一
定
量
以
上

の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、又
は
取
扱
う

工
場
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、石
油

貯
蔵
タ
ン
ク
、タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な

ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う
た

め
に
必
要
な
資
格
で
す
。免
状
取
得

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
!!

▼
願
書
等
配
置
　
４
月
４
日
頃

▼
願
書
受
付
開
始
　
４
月
11
日（
月
）

安全安心まちづくり粕屋地区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

～いまこそ団結！地域で守る安全な暮らし～

１　犯罪を防ぐには、まず、住民相互の連帯感を強めることです。
犯罪者は「どこかで誰かが見ている」という視線を最も恐れて
います。

２　地域の安全を守るためには、地域住民の方々の警察への協力
が不可欠です。防犯ボランティアとは、地域住民の方々やボラ
ンティア団体が自主的に防犯活動を行うものです。平成16年
末現在で、全国で約８０００団体、約52万人もの人たちが、
積極的に防犯活動に取り組んでいます。

　～自主防犯活動を成功させるポイントは「無理せず・できるこ
とから」です～

３　防犯パトロールのポイント
　�　パトロールは、複数でチームを作り、目立つ格好で行う。
　�　犯罪多発地帯だけでなく、普段から不安に感じる場所のパ
　　トロールも行う。
　�　パトロール中、不審者を見かけたら速やかに１１０番通報
　　を行う。
　�　パトロール中にあいさつ運動を行う。

　～大切な車を狙った犯罪（車上狙い・部品狙い）が、犯罪全体
の約３０％を占めています～
　車の中に貴重品を置かないようにしましょう。短時間でも、必
ずドアロックをしましょう

須恵町 宇美町 志免町 粕屋町 篠栗町 久山町 古賀市 新宮町

（件）
100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20

10

0

（＊車上狙い・部品狙いは、窃盗犯の内数です）

不審者（車）を見たらすぐに１１０番・街の目が地域の子どもを守
るカギ

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会　
　 ９３９－０１１０（内線２６１・２６２）

申込み・問合せ先
須恵町
社会福祉協議会
 933-2160

須恵町須恵町
ボランティアセンター1階　（定員30人　自己負担　1回300円）

毎週 水・金 曜日の朝（10:00～12:00）は 65歳以上

「
平
成
17
年
全
国
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語
」

平
成
17
年
度
第
１
回

　
　
　
　『
危
険
物
取
扱
者
試
験
』
の
お
知
ら
せ

『
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

源
、
さ
ら
に
は
人
命
や
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
林
野
で
の
火

気
の
取
り
扱
い
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
17
年
度
第
１
回
防
火
管
理

者
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
20
日
（
金
）・
21

　
日
（
土
）
の
２
日
間
　
　
　
　

　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

▼
場
所
　
中
部
消
防
署
　（
粕
屋

　
町
上
大
隈
55
‐
１
）

▼
定
員
　
80
人

▼
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
込
み
）

▼
受
付
期
間
　
４
月
25
日
（
月
）

　
か
ら
５
月
13
日
（
金
）
ま
で

　
※
土
日
、
祝
日
を
除
く
、
８
時

　
30
分
か
ら
17
時
ま
で

▼
申
込
み
方
法
　
講
習
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
載
し
、
受
講
料

　
お
よ
び
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
プ
リ

　
ン
ト
不
可
）
２
枚
を
添
え
て
、

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
用

　
紙
は
消
防
本
部
（
志
免
町
）
お

　
よ
び
中
部
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

窃盗

平成１７年１月中犯罪発生状況

その他
刑法犯

車上狙い
部品狙い

5
8

31

15

7

44

16

29

79

21

39

91

1112

25

4
8

17

31

21

76

12
19

60

　
林
野
火
災
は
、
例
年
春
先
を
中

心
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
春
先
に
降
雨
量
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
な

か
で
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
土
・

日
曜
日
や
祝
日
に
山
菜
採
り
や
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽

　し
む
入
山
者
が
増
加
す
る
こ
と
な

ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
15
年
中
、
全
国
で
発
生
し

た
林
野
火
災
は
１
８
１
０
件
で
、

３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
に
１
０

０
３
件
（
年
間
の
55
・
４
％
）
の

火
災
が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
焼
損
面
積

は
７
２
６
ha
（
東
京
ド
ー

ム
１
５
０
個
分
の
広
さ
）、

損
害
額
は
２
億
９
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
出
火
原
因
と
し
て
は
、

「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」

時
な
ど
に
お
け
る
火
気

の
取
り
扱
い
不
注
意
や
、

「
た
ば
こ
」
の
火
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
が
多

い
の
が
特
徴
で
、
平
成

15
年
中
は
、
こ
の
３
つ

で
出
火
原
因
の
51
・
３

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
林
野
火
災
は
、
い
っ
た
ん
発
生

す
る
と
、
消
防
水
利
の
不
足
や
道

路
状
況
が
良
く
な
い
な
ど
の
地
理

的
、
地
形
的
条
件
か
ら
消
防
活
動

が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
空
気
の

乾
燥
や
強
風
な
ど
の
気
象
条
件
に

よ
り
、
焼
損
面
積
が
広
範
囲
に
お

よ
ぶ
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
緑
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
　
付
近
に
枯
れ
草
が
あ
る
場
所

　
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

�
　
キ
ャ
ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

　
出
か
け
た
際
に
は
、
使
用
し
た

　
火
の
後
始
末
を
す
る
。

�
　
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

　
完
全
に
消
火
す
る
。

�
　
風
が
強
い
と
き
や
空
気
の
乾

　
燥
し
て
い
る
と
き
は
、
た
き
火

　
や
草
焼
き
は
し
な
い
。

�
　
た
き
火
や
草
焼
き
を
す
る
と

　
き
は
、
消
火
用
の
水
を
近
く
に

　
用
意
す
る
。

�
　
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
必
ず
消
し
、

　
投
げ
捨
て
な
い
。

�
　
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
最

　
寄
り
の
消
防
署
に
届
け
出
る
。

　
林
野
火
災
の
多
く
は
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
森
林
資

　地域住民の方々の身近で発生する車上ねらいや空き巣などの街頭犯罪、
子どもを対象とした悪質な事件など、身近な地域社会での犯罪が多発
しています。このような犯罪を防ぐためには、個人で行う防犯対策も
必要ですが、地域全体で防犯活動に取り組むことが効果的です。
　全国各地で、地域住民が結束し「自分たちのまちは自分たちで守る」
という気運が高まっています。

『
山
火
事
を
な
く
そ
う
！
』

〜
小
さ
な
火
　
山
に
捨
て
る
と
　
大
き
な
火
〜
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「草原からの使者
       　沙高樓綺譚」
浅田　次郎著・徳間書店

　「ハードル２」
　吉冨多美・青木和雄作

金の星社

「奇跡の子」
ディック・キング＝スミス作
小学館

「おはながさいた」
（こどものとも０１２）
　杜　今日子作 福音館書店

　麗音は、転落事件以来不安
を抱えていた。そんな時、ひい
ばあちゃんの戦争の記憶を初
めて聞く。「声をあげればよかっ
た」生涯をかけてひいばあちゃ
んが心に背負った言葉をやが
て麗音は実感していく。「ハード
ル」の続編。

　スパイダーはトムとキャシー
の夫婦に育てられた。大きくなっ
てもほとんど言葉を話さず、歩
き方も変なスパイダー少年だっ
たが、彼にはある不思議な力
があったのだった・・。

　４月より「おひさまおはなし会」による０・１・２歳児
のためのおはなし会がはじまります。毎月第３木曜
日の１０時半から３０分程度です。親子で楽しいひ
とときを過ごしませんか？

　４月２３日は「子ども読書の日」です。幼い頃から読書に親しみ、

その喜びや楽しみを知ることは、人生をさらに深く豊かなものとさ

せてくれます。図書館では１人でも多くの子どもたちに本に親しん

で欲しいと考えています。そこで子ども読書の日の前後１週間を「子

ども読書週間」とし、普段よりちょっと特別なおはなし会や工作教室

などをひらきます。ぜひお越しください。

　つぼみが「ぷっくり」ふくらんで、
おはながさいた「ぽん」。とても
色鮮やかに描かれています。
つぼみが「ぷっくり」、おはなが
さいた「ぽん」という言葉の響き
と繰り返しにも春を感じさせら
れます。

５
月

月日 水火 金 土木

6 

13 

20 

27

7 

☆14 

☆21 

☆28

1 

8 

15 

22 

29

5 

12 

☆19 

26

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

４
月

月日 水火 金 土木

13

20 

27

14 

☆21 

28

15 

22 

29

12 

19 

26

☆16 

☆23

30

10 

17

☆24

11 

18

25

○印は休館日です。

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

☆４月１６日（土）おはなし会１４：００～
☆４月２１日（木）あかちゃんおはなし会１０：３０～
☆４月２３日（土）子ども読書の日工作教室１４：００～
☆４月２４日（日）子ども読書の日おはなし会
　１３：３０～（小学生未満対象）
　１４：３０～（小学生以上対象）
☆５月１４日（土）おはなし会１４：００～
☆５月１９日（木）あかちゃんおはなし会１０：３０～
☆５月２１日（木）おはなし会１４：００～
☆５月２８日（土）工作教室１４：００～

▼
日
時
　
５
月
18
日
、
25
日
、

　
６
月
８
日
、
15
日
、
22
日

　
（
毎
週
水
曜
日
、
全
５
回
）

　
10
時
〜
13
時

▼
募
集
人
数
　
30
人

▼
対
象
　
布
の
絵
本
製
作
に
興
味

　
が
あ
り
、全
日
程
参
加
で
き
る
人

▼
作
品
名
「
た
ま
ご 

た
ま
ご
」

　
（
わ
ん
・
ぴ
い
す
　
合
屋
佐
知

　
子
作
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
申
込
み
方
法
　
図
書
館
窓
口
に

　
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
須
恵
町
立
図
書
館
　

９
３
２
・
６
３
６
４

　
１
月
27
日
（
木
）
か
ら
２
月
４

日
（
金
）
ま
で
図
書
館
資
料
の
総

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

不
明
資
料
は
１
４
５
冊
に
も
の
ぼ

り
ま
し
た
。

　
図
書
館
資
料
は
み
な
さ
ま
の
大

切
な
資
料
で
あ
り
、
財
産
で
す
。

不
明
に
な
っ
た
資
料
を
必
要
と
す

る
人
が
い
ま
す
。
必
ず
貸
出
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　平成１６年６月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
月日を裏書）、保護者のメッセージ（70字以内、居住区、
保護者の氏名、第何子を明記）
※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホームページの中の「広
報すえまち」で公開されますので、その旨了解の上申し込みください。
なお、写真は返却しません。
●締切日　４月２８日（先着10人まで）
●問合せ先　役場企画課　 932-1151

尋木　羽流 ちゃん
（H16．４．９生まれ）

は　る

「HAPPY BIRTHDAY！生まれた
時はあんなに小さかったのに今では
立派ないたずらっ子になりましたね。
これからもすくすく元気に成長してね」
      　 新原区（崇道･朱里　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

松尾　咲也 ちゃん
（H16．４．11生まれ）

「お誕生日おめでとう！サク（咲也）
はいつも元気いっぱいですね。お友達いっ
ぱいつくって、早くお外で遊びたいね！！
サクの楽しそうな顔が目に浮かびます」

新原区（英治･美友希　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

森　彩 ちゃん
（H16．４．28生まれ）

あ や

「彩ちゃん１歳のお誕生日おめでと
う！お父さんと一緒にお風呂入るの
が大好き。甘えん坊さんだけどすく
すく元気に育ってね」

山の神区（晃之･都　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

森　菜々美 ちゃん
（H16．４．30生まれ）

な な み

「早くも１才。おめでとう！！１年間
楽しかったですか？菜々美が幸福にな
れるように皆で応援してますので、こ
れからもたくさんの笑顔でいて下さい」
乙植木区（裕二･朱美　第３子）

メッセージメッセージメッセージ

さくや

杉島　綾霞 ちゃん
 （H16．４．17生まれ）

りょうか

「あっという間に大きくなったね。
綾霞の笑顔でみんなもニコニコ幸せ
な気持ちになれますよ。生まれてく
れてありがとう」

乙植木区（直樹･真弓　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

赤澤　諒一 ちゃん
（H16．４．18生まれ）

「お誕生日おめでとう！この一年諒君
の成長と共にたくさんの笑顔をもらい
ました。これからも健やかに誰からも
愛される諒君でいてね　」

新原区（修一･洋子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

りょういち

日隈　憲治 ちゃん
（H16．４．27生まれ）

けんじ

「お姉ちゃんに踏んだり蹴ったりさ
れても笑顔のケンちゃん。これから
も強くたくましく成長してください
ね 」
南米里区（陽治･恵子　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

 

平
成
17
年
４
月

号
よ
り
左
記
の
雑

誌
が
新
し
く
入
り

ま
す
。「
ナ
ン
バ
ー
」

（
隔
週
刊
）　「
毎
日

が
発
見
」（
月
刊
）

　「
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」（
月

刊
）

　
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
雑
誌
の
設

置
場
所
を
入
れ
替

え
て
い
ま
す
。
場

所
が
分
か
ら
な
い

と
き
は
職
員
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
大
変
残
念
で
す

が
「
近
代
柔
道
」
は
平
成

17
年
３
月
号
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
６
月
１
日
で
須
恵
町
立
図
書
館

が
開
館
10
年
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
記
念
の
日
で
あ
る
６
月

１
日
よ
り
１
ヵ
月
ほ
ど
須
恵
町
の

昔
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
、
昔
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
須
恵
町
の
昔
の
写
真
な
ど

お
持
ち
の
人
で
、
図
書
館
に
貸
し

出
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
須
恵
町
立
図
書
館

９
３
２
・
６
３
６
４

新
刊
雑
誌
の
紹
介

須
恵
町
の
昔
の
写
真
大
募
集
!!

☆あかちゃんおはなし会がはじまります！

子どもの読書週間
４月２０日（水）～４月２７日（水）

さこうろう

れおん

　「それは私が生涯最も歓喜し、
最も恐怖した１日の出来事でし
た」各界の名士が集う南青山
の秘密サロン「沙高樓」。今宵
も世の高みに登りつめた人 が々、
人生の秘事をあかしあう・・・。
２００２年刊「沙高樓綺譚」続編。

図
書
館
だ
よ
り
町 立
図 書 館

932
・

6364

ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介

ヤングアダルト

赤ちゃん絵本

一 般 書

児 童 書

★休館のお知らせ
毎月最後の木曜日は

蔵書点検のため休館です。

1415



夢
　
現
　
代

夢
　
現
　
代

夢
　
現
　
代

須
恵
句
会

須
恵
句
会

須
恵
句
会

鶴
内
　
　
恵

長
田
ハ
ツ
エ

印
藤
ヨ
シ
子

平
野
　
か
よ

今
泉
ヱ
ミ
コ

御
手
洗
ヨ
シ
子

渡
辺
　
次
郎

あ

き

の

り

房
　
　
　
子

遊
　
　
　
歩

茂
　
　
　
代

可
　
　
　
笑

○
目
鼻
な
き
雛
に
表
情
豊
か
な
る

○
土
筆
摘
む
先
を
競
っ
て
取
り
残
し

○
雛
壇
も
団
地
サ
イ
ズ
で
ケ
ー
ス
入
り

○
内
裏
雛
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
五
十
年

○
思
ひ
出
の
雛
が
出
揃
ひ
声
弾
む

○
鐘
韻
の
残
り
し
土
手
に
土
筆
摘
む

○
病
室
の
壁
に
貼
ら
れ
し
紙
雛

○
志
望
校
一
つ
に
し
ぼ
り
春
を
待
つ

○
安
売
り
は
し
な
い
老
舗
に
あ
る
誇
り

○
外
面
は
強
気
で
日
記
ぬ
ら
す
夜

○
水
仕
事
花
屋
手
荒
れ
に
悩
ま
さ
れ

○
誰
の
か
な
愛
を
束
ね
る
花
屋
さ
ん

　
　 

　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
だ
い
り
び
な

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
し
ょ
う
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
ひ
い
な

川　

柳　
（
強
気
、
花
屋
）

川　

柳　
（
強
気
、
花
屋
）

俳　

句　
（
雛
、
土
筆
、
ミ
モ
ザ
）

俳　

句　
（
雛
、
土
筆
、
ミ
モ
ザ
）

ひ
な
ひ
な
ひ
な

つ
く
し

つ
く
し

つ
く
し

福岡県警察官（第１回試験）
警察官Ａ

●採用予定人員　男性　約２００

人、武道指導約５人

●受験資格

①昭和５０年４月２日以降に生

まれた人

②大学（短大を除く）の卒業者

または平成１８年３月までに

卒業見込みの人

※武道指導受験者は、上記学歴

のほか、柔道または剣道の段

位が３段以上の人で一定の成

績をあげた人

警察官Ｂ（特別）

●採用予定人員　男性　約５３

人

●受験資格　昭和５０年４月２

日から昭和６２年４月１日ま

でに生まれ、１０月から勤務

可能な人

※ただし、次の人を除く

・大学の卒業者または平成１８

年３月までに卒業見込みの人。

・高等学校に在学中の人（受験

申込日現在）

警察官Ｃ

●採用予定人員　経済　約３人、

北京語　約７人、ハングル　

約４人、情報工学　約４人

●受験資格　次のいずれかに該

当する人で、受験申込日現在、

一定の専門的な資格など、ま

たは経験を有する人

①昭和５０年４月２日から昭和

５９年４月１日までに生まれ

た人

②昭和５９年４月２日以降に生

まれた人で大学卒業者もしく

は平成１８年３月までに卒業

見込みの人

●受付期間　４月４日（月）～

４月２５日（月）

●第１次試験　５月２２日（日）

●問合せ先　福岡県警察本部　

採用センター

６２２－０７００

福岡県介護保険広域連合
介護保険嘱託職員

●職務内容　介護保険の訪問調

査など

●受験資格

・昭和３０年４月２日以降に生

まれた人

・介護支援専門員合格者、保健師、

看護師、准看護師、介護福祉士、

社会福祉士のいずれかの資格

を有するもので、自家用車に

よる調査活動が可能な人

●採用予定数　若干名

●採用期間　平成１７年６月１

日～平成１８年３月３１日（各

年度更新制）

●申込み先・用紙配布場所

　役場福祉課

●申込み期間　４月１日～４月

２２日

●第１次試験　５月１日（日）

※介護支援専門員合格者は、１

次試験が免除になります。

●勤務場所　

　福岡県介護保険広域連合粕屋

支部

●問合せ先　

　福岡県介護保険広域連合

　（本部） ６４３－７０５５

　（粕屋支部）

　 ６５２－３１１１

　役場福祉課

　 ９３２－１１５１

須恵町社会福祉協議
会臨時職員
●募集人員　１人（須恵町居住

　者）

●職種　一般事務（ボランティ

アセンター内）

※簡単なパソコン操作ができる

人

●年齢　４５歳まで

●勤務時間　８：３０～１７：

１５（シフト制による勤務）

●時給　７００円

●締切　４月２５日（月）

※勤務は、週３日～４日程度で

　す。

●問合せ先　社会福祉協議会

　 ９３３－２１６０（岐部）

青年海外協力隊
●募集期間　４月１０日（日）

～５月２０日（金）

●募集人数　約８００人　

●募集職種　　農林水産、加工、

保守操作、土木建築、保健衛生、

教育文化、スポーツの７部門

約１４０職種

●応募資格　満２０歳～満３９

歳（５月２０日現在）までの

日本国籍を持つ人

●１次選考日　６月５日（日）

●派遣期間　原則２年間。赴任

　形態は単身赴任です。１年間

のみであれば参加できるとい

う人のための、１年派遣制度

もあります。

青年海外協力隊・短期派遣

●募集期間　３月２８日（月）

～５月７日（土）

●募集分野　農林水産、加工、

保守操作、土木建築、保健衛生、

教育文化、スポーツの７部門

※短期派遣制度では、長期派遣

制度と異なり、職種への応募

ではなく案件への応募となます。

●応募資格　満２０歳～満３９

歳（５月７日現在）までの日

本国籍を持つ人

●１次選考　書類審査

　

シニア海外ボランティア・短期派遣

●募集期間　３月２８日（月）

～５月７日（土）

●募集分野　計画・行政、公共・

公益事業、農林水産、鉱工業、

エネルギー、商業・観光、人

的資源、保健・医療、社会福

祉の９分野

●応募資格　満４０歳～６９歳

（派遣時）までの日本国籍を持

つ人

●１次選考　書類審査

●派遣期間　原則数週間～１年

未満

海外協力隊体験談＆説明会

●日時

　４月１８日（月）１８：３０、

４月２４日（日）１６：３０、

５月１１日（水）１８：３０

●場所　アクロス福岡

●問合せ先　ＪＩＣＡプラザ

　 ０１２０－３２－５９３１

児童福祉週間啓発事業
子ども夢パーク“創ろう　作ろう”

●期日　５月１日（日）

　１０：００～１５：００

●場所　ソラリアプラザビル　

１Ｆ　ゼファ広場

●プログラム

�ワークショップ　折り紙動物

園をつくろう

�クレパスアート　誰でもピカソ

�ミニコンサート

●参加対象　幼児から青少年ま

で（定員３００人）

●申込み方法　官製はがきまた

はＦＡＸに、住所・氏名・年齢・

電話番号を記入の上、申込み

ください。

●参加費　無料

●締切　４月２５日（月）なお、

定員になり次第締切らせてい

ただきます。

●申込み・問合せ先　財団法人

福岡県地域福祉財団（〒816

―0804　春日市原町３－１

－７）

　 ５８２－２３９６

　FAX５８２－２４１５

自動車税の納期限
　車をお持ちのみなさん、自動

車税の納期限は５月３１日となっ

ています。

　自動車税をはじめとする県税は、

みなさんの暮らしを豊かにし、

活力に満ちた住み良い福岡県を

作るために使われています。

　なお、納税通知書は５月１日

に発送予定です。納税通知書が

届かない場合や、何かお尋ねが

ございましたら、県税事務所へ

お問い合わせください。

●問合せ先　福岡県東福岡県税

事務所

　 ６４１－０２３６

あゆみのもり須恵
でてこいフェスタ
●日時　５月２２日（月）

　１２：００～１５：００

●場所　あゆみのもり須恵（須

恵東中学校グラウンド下）

●内容　ステージ演奏、ビンゴ、

バザーなど。

　リサイクルバザー商品（遊休

　品）も募集中！

●問合せ先　あゆみのもり須恵

　 ９３４－３９１５

未成年者飲酒防止
強調月間

　未成年者の飲酒は、からだや

心の発達が盛んな時期に悪影響

を与えます。

お酒は２０歳になってから

●問合せ先　香椎税務署

　 ６６１－１０３１

試　験

お知らせ

募　集
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　
５
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る
「
祭
Ｓ
Ｕ
Ｅ
」

の
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
苦
労
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
。
こ
の
祭
Ｓ
Ｕ
Ｅ
は
、
若

杉
の
森
の
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ

こ
は
、
昨
年
の
夏
に
芝
が
張
ら
れ
ま
し
た
。

冬
の
間
は
枯
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

春
に
な
っ
て
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
緑
が
美

し
く
な
り
、
す
ば
ら
し
い
会
場
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
社
会
実
験
が
、

９
月
17
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
行
楽
の
季
節
と
な
り
、
み

な
さ
ん
も
高
速
道
路
を
利
用
す
る
機
会
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ま
だ
車
に
Ｅ

Ｔ
Ｃ
を
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
我
が
家
の
大

蔵
省
に
相
談
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
喜
）

　
以
上
の
方
々
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
故
　
長
明
ナ
ナ
子
様

ご
遺
族
　
長
明
　
俊
道
様

　
故
　
松
尾
　
タ
カ
様

ご
遺
族
　
松
尾
　
輝
顕
様

　
故
　
印
藤
　
英
雄
様

ご
遺
族
　
印
藤
千
恵
子
様

山

の

神

区

新

原

区

旅

石

区

貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえまち」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　 ９３３－２１６０

水　道　当　番
　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道
管の破裂、漏水などが発生した場合は、まず
元栓を締めて、下記日程の指定業者まで至急
ご連絡ください。

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

4月

5月

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

月　　　日 当 番 業 者 電　話

１５

１７

１９

２１

２３

２５

２７

２９

１

３

５

７

９

１１

１３

１５

１６

１８

２０

２２

２４

２６

２８

３０

２

４

６

８

１０

１２

１４

１６

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　 933-2160

区分

4月

5月

健康・子育て・児童相談

19日 (火 )

－

行政・人権・心配ごと相談

－

12日 (木 )

障害者相談

26日 (火 )

10日 (火 )

高齢者相談

20日 (水 )、27日 (水 )

11日 (水 )

弁護士相談（要予約）

21日 (木 )、28日 (木 )

12日 (木 )

4月

5月

17日
24日
29日
1日
3日
4日
5日
8日
15日

高木整形外科皮膚科（粕屋）
みやふさ整形外科（志免）
森高脳神経外科（志免）
合屋クリニック（志免）
片井整形外科（粕屋）
篠栗病院（篠栗）
青洲会病院（粕屋）
中川整形外科（宇美）
松尾医院（粕屋）

938-2310 
957-3031
937-2214 
936-5839
938-4860
947-0711
939-0010
933-6588
938-7330

休　日　当　番　医
※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問い合わせ先

福岡県医療機関情報センター

471-0099

粕屋南部消防本部

935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆4月のカレンダー

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆5月のカレンダー

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

25

29

月

金

3

10:00～

10:00～

夜間役場 役場窓口

祭SUE

福岡県有機農業研究会
シンポジウム

こどもの日

国民の休日

憲法記念日

運動公園

アザレアホール

17:15～20:00

夜間役場 役場窓口 17:15～20:00

13:30～16:00

３歳児健診
（平１４年４月生）

１歳６か月児健診
（平１５年１０月生）

ＢＣＧ接種
（平16年11月13日
以降に生まれた人）

保健センター

保健センター

保健センター

13:45～14:15
受　付

13:30～14:30
受　付

13:30～14:30
受　付

4

火

5

水

木

10

11

12

火

15

水

16

木

日

月

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

４か月児健診
(平１６年１２月生)
９か月児健診

(平１６年７月生)

高齢者医療説明会
(新規該当者のみ)

ポリオ生ワクチン
径口接種

ポリオ生ワクチン
径口接種

住民検診 8:00～11:00
受　付

13:30～14:30
受　付
13:30～14:30
受　付

13:45～14:15
受　付
13:45～14:15
受　付

保健センター

住民検診 8:00～11:00
受　付

保健センター

住民検診 8:00～11:00
受　付

保健センター

住民検診 8:00～11:00
受　付

保健センター

住民検診

リハビリ教室

みどりの日

8:00～11:00
受　付

保健センター

ボランティアセンター

保健環境課 内線１５４番

管理課 内線２３３番

産業振興課 内線２１ 3 番

　水道の開始などの届出は、管理課窓口へお

願いします。

　使用を開始するとき、止めるとき、利用者

の名義を変更するときは、印鑑を持参のうえ

手続きを行なってください。

※上下水道料金のお支払いは、口座振替が便 

　利です。口座振替の申込みは、通帳と印鑑

　をお持ちのうえ、管理課窓口で手続きをお

　願いします。

町の人口
平成１７年3月１日現在

（　）＝前月比

●男　性

●女　性

●合　計

●世帯数

12,629

13,051

25,680

8,937

(－ 4)

(－10)

(－14)

(－ 5)

人

人

人

戸

４
月
の
納
税

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
だ
お
済
で
な
い
方
は
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　シイタケの「ほだ木」の販売を開始します。

ほだ木とは、約１メートルの長さに玉切りした

クヌギの原木にシイタケの種菌を接種したもの

です。

　ほだ木は、直射日光が当たらない場所に置く

と木の中で菌糸が成長し、それが大きくなって

キノコになります。通常は３年目の春から収穫

できますが、うまく条件が整えば来年の秋から

収穫できます（環境しだいです）。

　ご自宅などで、あなただけのシイタケを育て

てみませんか？

●受付期間　４月１８日（月）～５月３１日（火）

●価格（１本）　５００円（小）・６００円（中）・

　８００円（大）

　栄養・衛生・運動そして調理実習を取り入れ

た教室です。教室修了者は、食生活改善推進員

に須恵町から委嘱して、ボランティアで地域の

みなさんの健康づくりに協力していただきます。

　現在、１９０人の推進員（ヘルスメイト）の方々

が活動されています。また、託児室も準備して

いますので、お子様連れでも受講できます。

　なお、託児数に限りがありますので申し込み

多数の場合は、ご相談させていただきます。

●開催日　平成１７年６月～平成１８年３月

　　　　　第２木曜日

●開講式　６月２日（木）

●時間　１０：００～１４：００

●場所　保健センター２階

●対象者　町内在住者３０人

●受講料　無料

●申込み締切日　５月１３日（金）

やくばのやくばの掲示板やくばの掲示板 代表代表932-1151932-1151代表932-1151
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